
難病対策専門部会 

１ 開催状況 

（１）第１回：令和７年７月３０日（水）１８：００～２０：００ Web開催 

（２）第２回：令和７年１２月１５日（月）１８：００～２０：００  Web開催 

 

２ 委員の状況 １４名（◎部会長） 

 

３ 報告・協議事項 

（１）第１回 

〈報告事項〉 

  ・後志圏域における受給者証認定状況と保健所支援について 

  ・令和６年度倶知安保健所神経難病患者家族交流会の開催状況について 

〈協議事項〉 

・北海道医療計画後志地域推進方針 令和６年度分評価 部会案について 

（２）第２回 

〈報告事項〉 

・小樽市における難病患者の状況とその支援について 

・令和８年度神経難病患者の在宅療養生活に関する実態調査について 

・北海道医療計画後志地域推進方針 令和６年度分評価の修正・追加について 

 

４ 委員からの意見 

 ・地域の人口減少に伴い、今後も人材や社会資源の不足、財税状況悪化の可能性は高い。

氏 名 所  属 氏 名 所  属 

◎藤澤 康聡 小樽市医師会 成田 晃人 社会福祉法人徳風会 

居宅介護支援事業所 かるな 

河合 貴之 羊蹄医師会 窪内 稔恵 岩内町地域包括支援センター 

菅田 忠夫 医療法人社団一視同仁会 

札樽・すがた医院 

黒田 智 倶知安町福祉医療課 

鍋澤 克已千 北海道薬剤師会後志支部 畠山 路枝 共和町保健福祉課 

加藤 葉月 北海道理学療法士会後志支部 阿畠 亮 社会福祉法人恩賜財団 済生会支

部北海道 済生会小樽病院 

岩森 桃子 JA 北海道厚生連ようてい訪問看

護ステーション 

金田 唯史 北海道後志教育局 

佐藤 悦子 社会福祉法人 恩賜財団 済生会

支部 北海道済生会小樽病院 

石ケ森 覚 小樽市介護支援専門員連絡協議会 
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後志全体でどのように難病患者や家族を支えていくのかを考えていく必要がある。 

・ニーズを明確にして限られた資源のつながりを強化しながら有効に活用していくこと

が重要である。すでに地域支援の限界も見えている中で、実態調査の回答をどのように

改善・実現につなげていくか、協議や検討を重ねる必要がある。患者・家族のニーズを

直接把握するのは圏域として初の試みであるため、調査は有効と考えられる。 

 

５ 令和８年度活動計画 

 神経難病患者の在宅療養生活に関する実態調査を予定。具体的な内容や期間を検討し、後

志圏域での実施・集計をめざす。また、得られた課題を整理し、難病患者・家族を後志管内

全体で支えていく体制づくりの一助とする。 


